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カスタネット通信

今年も毎日暑い日が続いています。カスタネット通信8月号は、この夏おすすめの展覧
会の紹介と、9月に実施予定の「聞こえの相談会」のお知らせです。

レオ・レオーニの絵本づくり展

現代的だなと感じたのは、通常入口で配られる「作品リ
スト」がなく、QRコードで読み込んでスマホで見るように
なっていたことです。また、会場では「Meet Leo Lionni
(レオ・レオーニに会う)」という、動画が放映されていま
した。レオ・レオーニが、住んでいる街や絵本の制作過程
を紹介している動画なのですが、これもQRコードを読み込
んでおけば、後から再視聴できるようになっていました。
ただ、この展覧会用に作られたものではないようで、会場
では日本語字幕がついた動画が見られますが、スマホで見
るときには字幕がありませんでした。

渋谷のヒカリエホールで開催されている「レオ・レオーニの
絵本づくり展」に行きました。この展覧会はタイトル通り、レ
オ・レオーニがどのように絵本を作っていたか、原画を通して
学ぶことができる展覧会です。絵本づくり展を鑑賞することで、
レオ・レオーニの絵本は色鉛筆や水彩で描いている部分もあり
ますが、紙を切り貼りするコラージュ技法をメインに使用して
いる作品が多い、ということを知りました。

レオ・レオーニの作品で真っ先に思い浮かぶものといえば、国語の教科書に掲載され
ている「スイミー」ではないでしょうか。しかし驚いたことに、スイミーの原画は紛失
したということで、この展覧会にスイミーはあまり登場しません。1番多く登場するのは
フレデリックをはじめとするねずみたちです。毛並みのモフモフ感を出すため体は手ち
ぎり、耳や手足はハサミで切っていたそうです。展覧会にはワニのコーネリアスも出て
きます。コーネリアスの鱗は凸凹のあるものの上に紙を置き、鉛筆などでこすってその
凸凹を写し取るフロッタージュという技法が使われているそうです。他にも消しゴムな
どを削って作ったスタンプを押して描いていくスタンピングなど、私も子どもの時に
やったかも、と思う技法で名作が作られていることに面白さを感じました。

手ちぎりでモフモフ感を
表現したねずみの体

フロッタージュで模様が
描かれたワニの鱗

スタンピングで描かれた
たくさんの葉っぱ

コラージュのため、レオ・
レオーニはたくさん紙を
収集していたそうです



診察室の前の壁に貼ってあるポスターやこのカスタネット通信は、PowerPointに
“いらすとや”のイラストを貼り付けたり、自分で撮った写真を入れて作成しています。

このツールではポスターだけでなく動画も作成できるようなので、補聴器の使い方、
装用方法などの動画も作りたいと考えています。
また、皆さんの周りで聞こえや補聴器について疑問を持っている方がいらっしゃいま

したら、この「聞こえの相談会」をご紹介ください。

ポスター作成

コラージュ、手ちぎり、フロッタージュ、スタンピングなど、
絵本づくりの技法を知った後で絵本を読み直すと、「ここは手ち
ぎりで、こっちはスタンプ」などその場面に使われた技法が分か
り、今までと違った視点で楽しむことができました。きれいな柄
の紙を集めてコラージュしたり、手ちぎりで動物を作ったり、と
いったことにも挑戦したくなりました。会場にはフロッタージュ
を体験できるワークスペースや、紹介された絵本を座って読める
場所もあるので、酷暑の中、建物内でゆっくり涼しく快適に過ご
せます。絵本の登場人物になれる撮影スポットもたくさんありま
した。なにより展示されている原画がとてもかわいいので、この
夏のお出かけにお勧めです。

オギジビ文庫にはレオ・レオーニの最初の絵本「あおくんときいろちゃん」があり
ます。ぜひお読みください。

同じ柄の紙が2冊の絵本
で使用されています

今回初めて、オンラインで使用するグラフィックデザインツールを用いて「聞こえの
相談会」のポスターを作りました。「聞こえの相談会」は、言語聴覚士が難聴や補聴器
について説明した後、参加者の疑問にお答えするイベントです。今年は1月と5月に実施
しており、今回で3回目です。

縦・横２種類のポスターを作成しました。テンプレートが
たくさんあるのでどれにするか悩みますが、決まればあと
は文字を打ち込むだけなので簡単です。
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